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花を咲かそう東由利

前号では「学校経営」の学校評価シートを，今回は「学習指導」ついてお伝えします。

授業改善を推進し，意欲と学力の定着を図る。重 点 目 標

Ｐ令和２年度県学習状況調査では，全ての学年・
教科において県平均を下回っている。県との差が
大きい教科も見られる。 目
質問紙の「勉強が好き」は，県を上回っている 標現 状

学年とそうでない学年の差が大きくなっている。 設
「勉強がよくわかる」では，どの学年も県との差 定
はほとんどないが，実態と合っていない状況にあ ・
る 読書が好き 図書館に行く回数 は 県より上回っている 読んだ冊数 計。「 」「 」 ， 。「 」
は，県とほぼ同じくらいである 「家庭学習の時間」では，県よりやや少なく， 画。
土日も平日とほぼ同じくらいの時間の児童が多い。

・生徒指導の三機能を生かした授業づくりを日常的に実践する。具体的な目標
・県学習状況調査質問紙において 「勉強が好き 「勉強がわかる」の項目につ， 」
いて，各学年とも県平均程度となるよう授業改善に取り組む。

・県学習状況調査において，各教科の正答率が県との差を５～10ポイント縮め
る，県平均程度の教科を増やす。

・望ましい人間関係を基盤とした学習集団の育成
「 」 ，「 」「 」「 」・ 生徒指導の三機能 を生かし 分かった できた 役に立つ・使えそう
の実感を一人一人にもたせるための授業づくり(共通理解・共通実践）目標達成のた

・読書活動の推進とともに 「話すこと 「聞くこと 「語彙を豊かにすること」めの方策 ， 」 」
との関連を図った授業づくり

・基礎・基本の確実な定着のために，一層の家庭学習の習慣付けと内容の充実
（家庭学習手引きの活用，定期的なノート展示，個別指導，東由利中との連
携，全校テストの活用，家庭の協力など）

・算数，理科等の単元評価問題を授業中により効果的に取り入れ，定着の確認
と解決方法の理解

・学習の約束や学び方を身に付けるとともに，互いのよさを認め合う温かい学 Ｄ具体的な取組
級集団の育成に努めた。状況

・ 分かった 「できた 「役に立つ・使えそう」の実感を一人一人にもたせるた 実「 」 」
めの授業づくりについて，研究主任の提案授業を下に，共通理解することが 践
でき，実践に生かせるようにした。

・６年算数では，きめ細かな指導ができるようにＴＴで支援を行った。
・基礎・基本の定着のために，一層の家庭学習の習慣付けを図った （家庭学習。
手引きの活用，定期的なノート展示，個別指導，全校テストの活用，家庭へ
の協力依頼など）

・単元評価問題(算数･理科)の活用を図り，定着の確認と補充指導につなげた。

・県学習状況調査の各教科の平均通過率は，達 成 状 況
４年生は３教科全てで県平均を上回った。
５年生は，国語が県平均を下回ったが，そ
れ以外の教科は上回った。６年生は，全て
の教科が下回ったが，国語と理科は５年生
の時よりも県との差を大きく縮めた。逆に
社会は差が８ポイント開いた。３学年全体
で11教科中６教科が県平均を上回った。

・質問紙の「勉強が好き」の項目は，４年生
94.1 （県比＋3.9 ，５年生100 （県比 25.2)，６年生54.2 （県比 19.0）% % + % -）
となっている。４・５年生はプラスとなっているが，６年生は県との差が大
きい 勉強がよくわかる では ４年生100 県比＋8.2 ５年生100 県。「 」 ， （ ）， （% %
比 7.6 ，６年生91.6 （県比＋2.3）となっており，県との差はほとんどな+ %）
い状況にある。６年については，５年生の時と同様に勉強がよく分かると答
えているが，数値として表れていない状況にある。
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・昨年度に引き続き学習規律の徹底と互いのよさを認め合う温かい（評価）

自 己 評 価 Ｃ学級集団の育成に努めてきたこと，また「分かった 「できた」を」
実感できる授業づくりを日常的に実践したことで，意欲的な学習B
態度で授業に臨む姿が見られた。 評

・県学習状況調査において，昨年度は全ての学年，教科で県平均を 価
下回っていたが，学年差はあるものの11教科中６教科で県平均を
上回ることができた。県との差が昨年より開いてしまった教科も
あったが，全体的に見ると概ね目標を達成できた。

・質問紙の「勉強が好き」の項目は，４・５年生は県平均を上回っ
ているが，６年生は県との差（ｰ19）と大きく，苦手意識をもって
いる。６年生に対しては，特にきめ細かな配慮が必要だったと反
省しなければならない。しかし 「勉強がよく分かる」では，県平，
均とほぼ同じである。分かったつもりで終わらせないで，定着さ
せる手立てをとると同時に，学級や個の実態に応じた支援を工夫
していく必要がある。

Ａ：具体的な活動がなされ目標を達成できた Ｂ：具体的な活動はなされているが，目標は達成できていない
↑

Ｃ：具体的な活動がなされておらず，目標も達成できていない
↓

評価基準

・具体的に取り組んできた状況の学習調査結果や保護者アンケート（評価）

学校関係者評 Ｃの結果を単なる報告とせず，小規模校・小地域ならではのメリッ
ト・デメリットとリンクさせ，よいところをほめ，苦手な所など価と意見
をもっと地域の特徴と照らした説明があればよいと感じた。 評B

・子ども同士の学び合いの中で，心を育てながら行う授業形態は， 価
考える力を身に付ける上で理想的と思う。ただ人数が少なく，一
人一人に目が行き届く反面，子どもたちの競争意識が芽生えず皆
仲間でライバルが存在しないという側面も否定できないので，手
立てを講じ成長を促すことも必要と思う。

・県学習状況調査では，全体的に改善は見られたものの６年生は昨
年とほとんど変わらず残念である。特に算数ではＴＴ授業が行わ
れているにもかかわらず改善されないのは，つまずきがあるので
はないかと思ってしまう。是非個々の状態を把握し，家庭とも連
携しながら取り組んでいきたい。

・授業がよくわかり，結果にも結び付き，自ら意欲的に学習に取り
組める子どもが一人でも多く出してほしいと願っている。

・６年生については，基本的な復習を重ねて経験値をあげることが
一番の近道と考える。そのためには，その教科に興味をもてるか
否かが重要になると思われる。中学校で具体的な目標が芽生える
年齢になるので期待したい。

・学力向上の基盤となる，学習規律の徹底と互いのよさを認め合う温かい学習自己評価及び
学校関係者評 Ａ集団の育成に努める。

・生徒指導の機能を生かした授業づくりを一層推進し，授業中に子どもが活躍価に基づいた
する場を多く設定していくことで，自己肯定感，自己有用感を高めていく。 改改善策

・付けたい力を明確にし，個の実態に応じた支援を通して 「分かった 「で 善， 」
きた」を実感させることで，より一層学びに向かう力を高める。 策

・基礎・基本の確実な定着のため，家庭学習ノート展示の定期的な実施や全校
テストと関連させ，家庭の協力も仰ぎながら家庭学習の充実を図る。

・児童の学習状況を分析，整理し，全職員で共通理解のもと，弱点を克服する
ために共通実践を行う。

学校運営協議会委員の皆様からのご意見・ご助言を真摯に受け止め，２０２２年度の
学校経営にいかしていきたいと思います。

3/2が今年度最終の 3/2 総合的な学習の時間に岩谷小との交
読み聞かせとなりまし 流学習がありました。お互いの地域の自慢を
た。１～３年生は各教 ｚｏｏｍを使ってオンラインで行いました。
室で，お礼の手紙を渡 東由利小は「東
しました 「つばさ」 由利じまんカル。

」 ，の皆様，どうもありが タ をつくって
とうございました。来 分かりやすく伝
年度もよろしくお願い えることができ
いたします。 ました。


